
《3》

Ｃ
Ｏ
‐
D
O
3
0
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
検
討
か
ら
　
～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
倍
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～

１
－
は
じ
め
に

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
平
成
2
0

年
８
月
か
ら
計
1
0
回
開
催
さ
れ
、

議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。

　
議
論
の
起
点
と
な
る
、
「
横
浜
市

脱
温
暖
化
行
動
方
針
（
Ｃ
Ｏ
‐
D
O

3
0
）
」
（
平
成
2
0
年
１
月
策
定
）
は
、

１
人
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
に
加
え
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
2
0
2
5
年

度
ま
で
に
現
在
（
2
0
0
4
年
度
）

の
利
用
を
1
0
倍
に
す
る
と
い
う
目

標
を
設
定
し
、
７
つ
の
行
動
方
針

の
ひ
と
つ
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
挙
げ
て
い
る
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
は
、
こ

の
行
動
方
針
に
基
づ
き
つ
つ
、
「
環

境
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
の
新
た
な

提
案
内
容
も
踏
ま
え
、
1
0
倍
化
と

い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

必
要
な
取
組
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本

稿
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の
事
務
局
と

し
て
関
わ
っ
た
者
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

２

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

1
0
倍
化
に
向
け
て

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
化
石

燃
料
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
出
す
費
用
が
割
高
で
あ
る
ほ
か
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゆ
え
に
出
力
の

変
動
が
大
き
い
こ
と
な
ど
経
済
的
・

技
術
的
な
課
題
に
加
え
、
市
民
や

事
業
者
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
意
義
や
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
、
さ

ら
に
は
導
入
に
必
要
な
知
識
や
技

術
が
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
と

い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
し
、

現
状
か
ら
1
0
倍
に
ま
で
普
及
拡
大

を
図
る
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な

取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
取
組
み

を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
社

会
的
手
法
、
事
業
的
手
法
、
経
済
的

手
法
、
規
制
的
手
法
と
、
施
策
全
般

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
原
案
）
の
考
え
方
を
中

心
に
、
そ
の
概
略
を
以
下
に
示
す
。

①
社
会
的
手
法

　
1
0
倍
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
を
有
効
に
進
め
て
い
く
に

は
そ
の
将
来
像
と
そ
こ
に
至
る

道
筋
を
市
民
に
提
示
し
、
共
通
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
2
0
2

5
年
度
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
ど
こ
に
、
ど
の
程
度

導
入
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
ど
の

よ
う
な
取
組
み
が
必
要
に
な
る
の

か
を
、
わ
か
り
や
す
く
市
民
・
事
業

者
等
に
周
知
・
説
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
道
筋

に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
精
査
中
で
あ
る
が
、
現
時

点
の
試
算
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

少
な
く
と
も
、
目
標
達
成
は
、
現
状

の
施
策
の
延
長
線
上
で
は
困
難
で

あ
り
、
横
浜
市
の
地
域
特
性
を
踏

ま
え
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
の
た
め
の
新
た
な
取

組
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
結
果
は
、
以
下
に
述
べ
る
新
た

な
施
策
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

1
0
倍
に
は
、
ゴ
ミ
の
3
0
％
削
減
を

達
成
し
た
「
ヨ
コ
ハ
マ
は
G
3
0
」
の

取
組
み
に
お
け
る
市
民
の
力
の
重

要
さ
を
鑑
み
て
も
、
市
民
へ
の
広

い
普
及
啓
発
を
契
機
と
し
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
義
が
浸

透
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
「
市
民
力
」
を
発
揮

す
る
た
め
の
地
域
に
密
着
し
た
普

及
ル
ー
ト
と
し
て
自
治
会
町
内
会

の
会
館
に
着
目
し
た
。
自
治
会
町

内
会
が
会
館
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
す
る
場
合
に
市
が
補
助
を
行
う

こ
と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
電
力
の
利
用
・
販
売
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
温
暖
化
対
策
の

普
及
・
Ｐ
Ｒ
の
活
動
の
拠
点
と
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
草
の

根
の
普
及
の
拠
点
モ
デ
ル
作
り
を

図
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

自
治
会
町
内
会
へ
の
補
助
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
設
置
時
の
補
助
の

み
で
は
一
過
性
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
温
暖
化
対

策
の
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
ら
れ

た
。

　
一
つ
に
は
、
設
置
時
の
要
件
と

し
て
温
暖
化
対
策
等
の
活
動
を
盛

り
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
、
そ
れ
に
必
要
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
同
時
に
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
自
治
会
町
内
会
で
行

う
温
暖
化
対
策
等
の
活
動
と
し
て

ど
の
よ
う
な
も
の
が
有
効
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
①
導
入
意
欲
が
高
ま

る
水
準
ま
で
投
資
コ
ス
ト
回
収
年

数
を
低
減
さ
せ
る
よ
う
初
期
投
資

資
金
の
低
減
等
、
設
置
導
入
時
の

支
援
手
法
　
②
支
援
の
負
担
を
平

準
化
し
、
維
持
管
理
や
省
于
不
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
発
電

実
績
に
応
じ
た
支
援
手
法
（
例
　
固

定
価
格
買
取
な
ど
）
③
普
及
啓
発
等

の
活
動
の
支
援
手
法
、
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
に
当
た
っ
て
、

ド
イ
ツ
等
の
諸
外
国
で
実
績
の
あ

る
固
定
価
格
買
取
制
度
に
着
目
し

た
。
こ
の
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、

執
筆地

球
温
暖
化
対
策
事
業
本
部

地
球
温
暖
化
対
策
課
担
当
係
長
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導
入
コ
ス
ト
の
高
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
魅
力
あ
る

水
準
ま
で
投
資
回
収
の
コ
ス
ト
を

低
減
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
（
ド
イ
ツ

で
は
８
～
1
2
年
程
度
と
い
う
）
、
発

電
実
績
に
応
じ
て
収
益
が
得
ら
れ

る
た
め
、
管
理
面
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
等
の
制

度
で
は
再
生
可
能
電
力
を
電
力
会

社
が
買
い
取
り
、
そ
の
原
資
は
電

気
利
用
者
の
広
く
薄
い
負
担
か
ら

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
直
ち
に

導
入
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

支
援
の
仕
組
み
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
付
け
の
仕
組
み
と
し
て
、
可
能

な
範
囲
で
こ
の
制
度
に
倣
っ
た
形

を
つ
く
り
、
模
擬
的
で
は
あ
る
が

制
度
の
社
会
実
験
と
い
う
意
味
を

も
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。
（
こ
れ
は

「
③
経
済
的
手
法
」
と
も
関
連
す
る

も
の
で
あ
る
。
）

　
現
時
点
で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
、

ま
ず
は
、
モ
デ
ル
的
に
２
～
３
施

設
で
設
置
を
図
り
、
社
会
実
験
を

進
め
る
方
針
と
し
て
い
る
。
な
お
、

２
月
の
時
点
で
国
（
経
済
産
業
省
）

が
太
陽
光
発
電
の
電
力
を
２
倍
程

度
の
価
格
で
買
い
取
る
新
た
な
制

度
を
導
入
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
が
、
こ
の
動
き
を
十
分
に
見
極

め
な
が
ら
社
会
実
験
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
動
き
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国

へ
の
働
き
か
け
を
含
め
、
本
格
実

施
の
方
向
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

②
事
業
的
手
法

　
1
0
倍
化
の
た
め
に
は
新
た
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
や

民
間
事
業
者
の
取
組
み
が
不
可
欠

と
な
る
が
、
そ
の
際
、
公
共
サ
イ
ド

に
は
ま
さ
に
率
先
し
た
取
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。

　
横
浜
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
公
共

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

率
先
利
用
・
導
入
を
進
め
て
き
て
い

る
。
焼
却
工
場
か
ら
発
生
す
る
熱

利
用
、
下
水
汚
泥
の
バ
イ
オ
マ
ス

工
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
加
え
、
太
陽

光
発
電
で
は
、
平
成
1
9
年
度
末
現

在
、
区
役
所
、
学
校
、
浄
水
場
等
7
2

箇
所
が
ｌ
ｋ
Ｗ
以
上
の
発
電
能
力

を
持
ち
、
合
計
で
お
よ
そ
１
・
３
Ｍ

Ｗ
（
メ
ガ
ワ
ッ
ト
＝
１
。
０
０
０
ｋ

Ｗ
）
、
風
力
発
電
で
は
２
Ｍ
Ｗ
ク
ラ

ス
の
設
備
の
導
入
、
太
陽
熱
利
用

や
小
水
力
発
電
等
、
様
々
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
1
0
倍
と
い
う

目
標
の
大
き
さ
、
公
共
に
よ
る
導

入
余
地
を
考
え
れ
ば
、
導
入
が
十

分
に
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
な
い
。

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
の

普
及
を
考
え
た
際
の
課
題
を
考
え

て
み
る
と
、
良
好
な
設
置
場
所
の

確
保
、
適
切
な
維
持
管
理
者
の
確

保
、
対
応
可
能
な
投
資
回
収
期
間

等
が
考
え
ら
れ
、
公
共
施
設
は
、
設

置
場
所
と
し
て
は
一
般
に
良
い
条

件
を
備
え
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
や

維
持
管
理
の
面
で
必
ず
し
も
十
分

な
条
件
を
整
え
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

市
役
所
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り

に
更
な
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
等
を

支
え
る
こ
と
の
出
来
る
組
織
・
体
制

が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
（
例

え
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
の
経
済
的

な
確
保
、
事
業
採
算
の
改
善
の
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
）
。

　
な
お
、
2
0
年
度
か
ら
試
験
的
に

グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
ヨ
コ
ハ
マ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
と
は
、
財

団
法
人
広
域
関
東
圏
産
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
と
東
京
電

力
が
設
立
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
の
た
め
の
基
金
で
あ
る
。

ヨ
コ
ハ
マ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｃ
、
東
京
電
力
及
び
市
の
協

働
に
よ
る
、
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金

の
仕
組
み
を
利
用
し
た
横
浜
市
内

限
定
と
な
る
地
域
密
着
型
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進
の
試

み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
公
共
的
な
団
体
が
、
公
共

施
設
等
に
太
陽
光
発
電
等
を
設
置

す
る
際
に
設
置
費
に
対
し
て
8
5
％

と
大
き
な
助
成
が
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
公
共
施
設
を
活
用
し
た
民

間
団
体
に
よ
る
設
備
の
設
置
や
運

用
の
モ
デ
ル
の
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
検
討
を
深
め
る
こ

と
で
導
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
経
済
的
手
法

　
本
市
で
は
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

費
助
成
を
実
施
し
て
お
り
、
年
間

の
設
置
件
数
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
国
が
今
年
度

の
補
正
予
算
で
住
宅
用
太
陽
光
発

電
の
助
成
を
再
開
し
た
他
、
東
京

都
で
は
来
年
度
か
ら
大
型
の
設
置

助
成
を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
急

速
に
拡
大
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
太
陽
熱
利
用
は
効

率
や
利
用
可
能
量
を
考
え
る
と
、

太
陽
光
発
電
と
匹
敵
す
る
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
普

及
体
制
は
十
分
と
い
え
ず
、
国
の

補
助
金
が
近
年
廃
止
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
コ
ス
ト
が
高
い
も
の

の
注
目
を
浴
び
て
い
る
太
陽
光
発

電
と
比
べ
る
と
導
入
意
欲
が
上

か
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
現

在
は
利
用
量
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
技

術
に
よ
っ
て
程
度
は
異
な
る
も
の

の
、
一
般
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

出
す
た
め
の
コ
ス
ト
が
化
石
燃
料

に
比
べ
て
高
く
、
技
術
的
に
も
更

な
る
開
発
余
地
が
大
き
い
た
め
、

そ
の
環
境
価
値
（
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
が
大
幅
に
小
さ
く
、
資
源
の

枯
渇
の
心
配
が
な
い
持
続
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
の
価
値
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
採
算
性
向
上
を

図
る
た
め
の
経
済
的
な
支
援
の
仕

組
み
が
普
及
拡
大
策
の
重
要
な
柱

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
支
援
策

と
し
て
、
技
術
開
発
等
供
給
側
へ

の
支
援
策
が
充
実
し
て
い
た
一
方

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
図
る
需
要
側
へ
の
支
援
策
が

不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
充
実
が
必

要
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
等
の
需
要
側
へ
の
経

済
的
な
支
援
の
充
実
に
よ
り
、
投

資
回
収
年
数
を
短
縮
し
、
導
入
量

の
拡
大
を
図
り
、
そ
の
導
入
量
の

拡
大
が
生
産
量
拡
大
、
設
置
コ
ス

ト
の
低
減
の
好
循
環
を
引
き
出
す

施
策
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
導

入
コ
ス
ト
に
対
す
る
助
成
は
、
補

助
水
準
に
よ
る
が
、
普
及
効
果
を

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
導
入

の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る

状
況
に
お
い
て
、
助
成
水
準
の
拡

充
が
重
要
と
考
え
ら
れ
た
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、
例
え
ば
、
太
陽
光
発
電

で
は
、
現
状
で
住
宅
用
で
は
3
0
年

弱
と
い
わ
れ
る
投
資
コ
ス
ト
回
収

年
数
の
大
幅
な
低
減
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
必
要
な
助
成
を
拡
充

す
る
に
は
、
手
法
は
別
に
し
て
、
い

ず
れ
に
し
て
も
効
果
的
な
原
資
の

確
保
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
長
期
間
の
事
業
に
お
い
て
、

実
際
に
太
陽
光
発
電
等
の
生
成
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
維
持
す
る
こ
と
が

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
点
か
ら
も

投
資
回
収
の
点
か
ら
も
重
要
で
あ

り
、
維
持
管
理
上
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
く
よ
う
な
仕
組
み
も

重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
設
置
時
の
助
成
以

外
に
、
再
生
可
能
于
不
ル
ギ
ー
の

環
境
価
値
を
証
書
化
（
金
銭
価
値

化
）
し
よ
う
と
い
う
「
グ
リ
ー
ン
電

力
証
書
」
等
の
仕
組
み
の
活
用
に
つ

い
て
も
着
目
し
た
。
売
り
手
と
買

い
手
の
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
み

出
す
仕
組
み
を
い
か
に
つ
く
る
か

に
つ
い
て
は
未
だ
課
題
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
助
成
と
組
み
合
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わ
せ
る
な
ど
、
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
世
界
の

動
き
か
ら
、
ド
イ
ツ
等
で
成
果
の

上
が
っ
て
い
る
「
固
定
価
格
買
取
制

度
」
に
も
着
目
し
た
。
我
が
国
で
は

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
「
電
気
事
業
者
に
よ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
）
に
よ
り
電
気
事

業
者
に
対
し
て
毎
年
そ
の
販
売
電

力
量
に
応
じ
た
一
定
割
合
以
上
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
か
ら
発
電
さ
れ

る
電
気
の
利
用
を
義
務
付
け
て
い

る
な
ど
、
ド
イ
ツ
等
と
は
制
度
や

社
会
背
景
が
異
な
る
た
め
、
単
純

に
導
入
を
図
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
が
、
今
後
の
効
果
的
な
普
及

制
度
導
入
を
検
討
す
る
上
で
の
有

力
な
制
度
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

社
会
実
験
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

④
規
制
的
手
法

　
2
0
2
5
年
度
ま
で
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
倍
化
に
は
相
当

な
導
入
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
特
に
建

築
物
等
で
は
一
定
レ
ベ
ル
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
可
能
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
未
利
用
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
に
利
用
す
る
観
点
も
踏
ま
え

れ
ば
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
規

制
的
な
手
法
に
つ
い
て
も
必
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
４
月
、
都
市
計

画
提
案
制
度
に
お
い
て
、
横
浜
市

独
自
に
大
規
模
開
発
に
対
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
％
の
導
入

（
困
難
な
場
合
は
理
由
の
報
告
）
を

評
価
の
指
針
に
組
み
入
れ
た
。
（
注

１
）

　
ま
た
、
東
京
都
は
、
平
成
2
0
年
７

月
に
再
生
可
能
工
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
の
検
討
義
務
付
け
に
つ
い
て
条

例
化
が
な
さ
れ
た
。

　
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
す

る
規
制
的
措
置
と
し
て
、
当
面
は
、

2
0
年
度
内
の
制
度
化
を
目
指
し
、

一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
検
討

報
告
の
義
務
付
け
、
住
宅
展
示
場

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
す
る
情
報
提
供
の
義
務
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
制
度
の
実
施

状
況
、
価
格
動
向
や
支
援
策
の
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諸
外
国
で
導

入
事
例
の
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
新
築
建
築
物
等
へ
の
導
入

の
義
務
付
け
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
段
階
的
な
制
度
の
拡
充
の
検

討
を
進
め
る
方
針
と
し
た
。

　
建
築
に
際
し
て
再
生
可
能
于
不

ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
検
討
の
俎
上
に
上
が
り
に

く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
検

討
義
務
付
け
と
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
ま
ず
は
改
善
す
る
た
め
、

し
っ
か
り
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、

よ
い
も
の
で
あ
れ
ば
導
入
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
導
入

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
運
用
を
図
る

う
え
で
、
建
築
主
や
住
宅
展
示
事

業
者
自
ら
、
ま
た
、
依
頼
を
受
け
た

り
協
力
す
る
設
計
者
や
施
工
者
等

の
関
係
者
が
、
導
入
の
検
討
や
情

報
提
供
・
説
明
を
行
う
際
に
参
考
と

し
て
利
用
・
活
用
で
き
る
指
針
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
次
年
度
に

は
制
度
化
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
体
系
的

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
形
で
の
指

針
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
具
体
化
を
図

る
方
針
と
し
た
。

⑤
事
業
体
設
立

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
倍
化

の
た
め
に
は
公
共
の
率
先
行
動
が

重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
等
の
市

場
効
率
化
の
た
め
の
公
的
相
談
セ

ン
タ
ー
や
環
境
価
値
の
流
通
（
電
力

の
自
家
消
費
分
の
利
用
等
）
を
担
う

機
能
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
た
事

業
体
と
し
て
「
横
浜
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
（
仮
称
）
」
を
想
定
し
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来

像
の
実
現
の
た
め
に
は
、
各
種
施

策
の
充
実
に
あ
わ
せ
、
ま
ず
は
、
公

共
の
率
先
行
動
を
促
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
採

算
性
が
厳
し
い
な
か
で
維
持
管
理

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
下
げ
る
必
要

性
や
、
行
政
サ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
も
十
分
進
ん
で
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
新
た
に
必
要

な
組
織
を
構
築
し
て
支
援
し
て
い

く
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　
「
横
浜
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
（
仮

称
）
」
は
、
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
制
度
や
技
術
に
精
通
し
た

常
設
ス
タ
ッ
フ
を
持
つ
こ
と
や
、

企
画
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ロ
ー

コ
ス
ト
の
調
達
に
よ
る
事
業
収
支

改
善
等
を
必
要
に
応
じ
て
役
割
分

担
を
行
い
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
、
事
業
体
の
概
要
の
調
査
検
討
、

モ
デ
ル
事
業
の
試
行
を
踏
ま
え
た

精
査
等
を
経
た
上
で
、
そ
の
設
立

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
事

業
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
原
案
で
は
、

公
共
施
設
の
屋
根
等
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
事

業
や
環
境
価
値
の
効
果
的
運
用
、

太
陽
光
発
電
等
の
流
通
市
場
の
効

率
化
の
支
援
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
）

３
－
ま
と
め

　
1
0
倍
化
に
は
確
か
に
困
難
が
伴

う
が
、
将
来
の
気
候
変
動
へ
の
対

処
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
関
係
者

に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
限
の
取
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。
有
効
な
仕
組
み
の

構
築
を
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て

発
信
し
て
い
か
れ
れ
ば
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
か
ら
は
各
種
最
新
の
知
見
、

助
言
、
意
見
を
、
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

以
外
の
方
々
に
も
原
案
作
成
に

当
っ
て
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
場
で
深
く
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
原
案
で
は
、
い
た
だ

い
た
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
し
、
全
般
に

施
策
の
具
体
化
と
い
う
点
で
は
更

な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
行
管
理
の
中

で
、
再
度
、
議
論
、
検
討
を
深
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

（
注
１
）

　
都
市
計
画
提
案
制
度
と
は
、
住
民
等
の

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
民
間
等

に
よ
る
都
市
再
生
の
推
進
を
図
る
た
め
、

土
地
所
有
者
、
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
あ

る
い
は
民
間
事
業
者
等
が
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
上
で
、
地
方
公
共
団
体
に
都

市
計
画
の
提
案
が
で
き
る
制
度
。
評
価
委

員
会
が
評
価
項
目
に
よ
り
総
合
的
に
評
価

し
、
必
要
を
認
め
た
場
合
に
は
都
市
計
画

決
定
手
続
き
を
進
め
る
。
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